

























巻 原稿A （下訳） 原稿B（清書の書き損じ）
上ノ上 14枚 2枚* p.1の7行～p 14の3行の l枚分欠 本 p.9の1行～p 10のl行。p 55の10行
上ノ下 12枚 l枚* p.82の1行～ p.83の2行
中ノ上 13枚
中ノ中 18枚
中ノ下 10枚* p.158の8行～p 160の5行の l枚分欠
下ノ上 13枚* 13枚目のオモテ面途中から「下ノ中」
下ノ中 13枚
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④原稿の画像は、国文研デ ターベース内の与謝野晶子自筆原稿 『晴蛤日記』「上ノ下」の 14コマ目の
l行目から 4行目に該当する。
⑤原稿の画像は、国文研デ ターベース内の与謝野晶子自筆原稿 f崎蛤日記』「下巻梗概Jの2コマ目
から 9コマ目に該当する。
⑥原稿の画像は、国文研データベース内の与謝野晶子自筆原稿 『晴蛤日記J「下ノ上Jの26コマ目の
l行目から5行目に該当する。
⑦引用は、逸見久美編集代表『鉄幹 晶子全集.I25 (2008年、勉誠出版）に拠る。
③晶子は、『女子作文新講参考巻四J「六、 三人称の表現」（昭和5年、国風館）の中で、葛西善蔵
の小説に触れながら、小説のもつ虚構性を述べている。
日本の現代作家の作品中、故葛西善蔵氏の創作の或物の知きは、作者自身と作中の主人公の
「私Jとの距離が極めて密接して、作者と作中の「私」との見分けの附き難いものがあり、従
って批評家に由つては其れを小説と見ず、葛西氏自身の身辺を記録した小品文と見倣した位で
あるが、かう云ふ特例は極めて稀なことである。そして之を小説として見る時は、厳密に云っ
て、やはり作中の「私jは葛西氏自身で無く、作中の主人公であるとしなければならないので
ある。
＊酎強要旨
中川成美氏は与謝野晶子文芸館の所蔵する他の原稿の有無を尋ね、発表者は、蛸蛤日記と新新訳源
氏物語、及び歌稿であると回答した。また中川氏は、今後の方向性として新新訳源氏物語との比較を
考えているかと尋ね、発表者は、鯖蛤日記の翻訳方針を踏まえた上で、慎重な比較を行っていくと応
答した。今関敏子氏は、晶子の現代語訳を行う理由と翻訳態度を質問し、発表者は、晶子は古典に見
られる自立した女性像を伝えたいと思っており、それを意識して翻訳している、と答えた。なお、伊
藤鉄也氏は、堺市所有の崎蛤日記の撮影の完了、岡市および鞍馬寺所有の自筆原稿の公開に伴い、本
館館長の講演が平成23年2月にあることを補足した。
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